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「第 2 期別海町議会活性化計画」 

令和元年 6 月～令和 5 年 3 月 

 

  別海町議会は、別海町自治基本条例に沿って課題などを分析し、その条例の基本理念、基本

原則及び条例の定めを遵守し、総合計画に基づき将来に向けたまちづくりの課題を的確に把握し、

活動します。そして、積極的に町民の意見を聴取するとともに、議会運営について町民に説明しま

す。 

 

 当議会は、平成 28 年 5 月に「第 1 期別海町議会活性化計画」を策定し、議会運営の基本理念

及び基本方針を定め、議会改革と活性化を進めてきました。 

 

 この計画期間を通じて、「開かれた議会」を目指して情報発信や情報共有が強化され、「わかりや

すい議会」を目指して導入した「議会モニター制度」「意見交換会制度」による広聴制度が充実し、

「議会活性化の糸口」を見出した 3 年間でした。 

 

 改選後に続く 4 年間を「議会活性化の土壌づくり」の期間とするため、新たな基本方針として「結

果を出す議会」「行動する議会」を加え、「第 2 期別海町議会活性化計画」を策定しました。政策議

会への転換を目標に「別海町議会基本条例の制定」と「委員会活動の強化による政策提言」を重

点計画とし、各種計画の達成に向けて行動します。 

 

 「実践活動を踏まえた基本条例の形成」「基本条例を踏まえた実践活動の形成」を 4 年間で往来

させ、毎年度点検・評価しながら、2 元代表制としての議会の機能を発揮し、持続可能なまちづくり

を担う政策議会の実現を目指します。 

 

Ⅰ 別海町議会の基本理念と基本方針                       

 

1 基本理念                                                       

 

地方分権の推進に伴い、町民の信頼と期待に応えるという議会の役割は、ますます拡大してい

ます。 

このような中、公平、公正で透明な議会運営はもとより、議員の資質向上とともに、監視機能の強

化や町民目線に立った政策立案、提言など、議会の権能強化も求められています。 

別海町自治基本条例の基本理念である「町民参加」と「情報共有」を議会運営の基本とし、別海

町議会は、2 元代表制のもと、町民の代表として「わかりやすい議会」「結果を出す議会」「開かれた

議会」「行動する議会」の実現を基本理念とします。 
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2 基本方針                                                       

 

基本理念に掲げる「わかりやすい議会」「結果を出す議会」「開かれた議会」「行動する議会」の 4

つの目指すべき議会像について、議会活動及び議員活動のＰＤＣＡサイクルに関連づけ、4 つの

基本方針を掲げました。 

 

 （1） わかりやすい議会 

 町民の声を拾うために地域を歩くのは、議員活動の原点です。 

 議会活動を町民に報告し、議会モニター制度、意見交換会のほか新たな広聴活動に取り組

むことで、一人でも多くの町民と対話し、調査のヒントを得るとともに、議会制度の活用を町民に

促すことで「わかりやす議会」を目指します。 

 

 （2） 結果を出す議会 

 広聴制度により得られた町民の声や執行機関の事務事業を分析し、どの政策課題の調査が

必要か議員間討議を行い、調査項目を決めて、委員会調査を行います。また、研修や自己研

鑽を重ね、一般質問の力を高めます。 

 調査力、質問力などの議員力を高め、政策提案・政策立案により町政に町民の声を反映する

「結果を出す議会」を目指します。 

 

 （3） 開かれた議会 

 委員会間の情報共有と連携を強化することで、能率のよい調査を行い、政策横断的な町政課

題への対応力を高めます。また、議会活動の成果を積極的に情報公開し、傍聴機会を拡充す

ることで、「参加する議会」を実現し、町民の評価の声を次の調査活動に活かします。 

 議会の内部にも外部にも「開かれた議会」を推進し、調査活動や議会活性化計画の内部評価、

外部評価を行い、その結果をもとにさらなる一手を講じます。 

 

 （4） 行動する議会 

 議会が過去から果たしてきた監視機能・調査機能だけでは、少子高齢化、人口減少時代の持

続可能なまちづくりが危ぶまれます。行政との政策論議により問題解決を目指していく「政策議

会」への転換を目指す必要があります。このため、政策議会のよりどころとなり、すべての議会活

動・議員活動の根幹となる「議会基本条例」を制定します。 

 不断の努力と研鑽を通じて、継続かつ持続的に議会活性化に取り組み、町民の期待に応える

「行動する議会」を目指します。 
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Ⅱ 重点計画                                      

 

重点計画 1 議会基本条例の制定 

現在、別海町議会は、別海町自治基本条例に規定されいている議会の役割、権利、責務及び

運営、さらには議員の責務に基づき活動しており、これらの内容は、2 元代表制の議会の議事機関

としての機能や活動、多様な議会活性化施策の根拠となる上位規範とするには、余りに抽象的で

不足が生じています。 

このため、当議会は、議会活動の最高規範となる「議会基本条例の制定」を重点計画とします。 

 

重点計画 2 委員会の調査力及び政策力の向上 

本格的な少子化、超高齢化社会を迎えた別海町が人口減少時代に立ち向かい、持続可能な自

治体経営を続けるためには、執行機関の事務事業を調査するだけではなく、行政の政策に対案を

示す、あるいは先んじて立案する機能がいま議会に求められています。 

このため、委員会活動のＰＤＣＡサイクル化を推進し、政策提言・政策論議につなげるため、「委

員会の調査力及び政策力の向上」を重点計画とします。 

 

 

Ⅲ 基本方針を踏まえた基本計画及び取組計画                 

 

基本方針 1 「わかりやすい議会」を実現するための基本計画及び取組計画 

  ～PLAN～ 町民の声を拾い、情報を収集し、活動の計画を立てる                   

 

基本計画 1-1 議会活動の報告 

 町民に対する説明責任を果たすため広く議会活動の報告を行い、町民の意見を聴き、政策形成

サイクルの起点とします。 

 

基本計画 1-2 意見交換会の強化 

 議会として、町民目線に沿った意思決定ができるよう、意見交換会を積極的に開催します。女性、

青年を対象とする広聴を強化します。 

 

基本計画 1-3 議会モニター制度の改善 

 継続的に議会改革を推進するため議会モニター制度を継続し、意見交換会などを行います。モ

ニタリングする内容を改善し、モニターが活動しやすい内容にした上で、幅広く意見を聴取します。 

 

基本計画 1-4 新たな広聴制度の実施 

 未成年を対象とした広聴などの新たな広聴制度を実施します。 
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基本方針 2 「結果を出す議会」を実現するための基本計画及び取組計画 

  ～DO～ 討議し、調査し、質し、町民の声を反映させる                          

 

基本計画 2-1 政策提案に係る議員の資質向上 

 政策提案力の向上を図るため議員力の研鑽を重ねます。 

 

基本計画 2-2 自己研鑽に係る議員の資質向上 

 議会として、政策立案能力、自治立法能力、審議能力などを高めるため常に自己研鑽に努めま

す。必要な視察については研修計画を立てて、調査を行います。 

 

基本計画 2-3 議会研修会の充実 

 議員の資質向上と政策立案能力の向上を図るため議員研修計画を策定し、研修の充実強化を

図ります。 

 

基本計画 2-4 議員間討議の活性化 

 議会が「言論の府」であるとの原則から、各議員が自由に議員間討議を行うことにより議論を尽く

し、議会として共通認識を高めます。委員会協議会により調査項目を協議し、執行機関との論点・

争点を明確にしたり、調査結果の振り返りを行います。 

 議会運営と広報・広聴活動の疎通を高める議会運営を行います。 

 

基本計画 2-5 調査力の向上 

 会議公開の原則のもと議案や議案資料、調査結果を公開します。 

 また、予算審査・決算審査方法の改善、ICT 端末の導入、基本となる調査資料の調製により調査

力を高めます。 

 公聴会制度について、先進地視察を行い、制度導入の検討を行います。 

 

基本計画 2-6 反問権の付与 

 一般質問や議案質疑等において、論点の明確化や議論を深めるための権利である反問権につ

いて、その運用方法を明らかにします。 

 

 

基本方針 3 「開かれた議会」を実現するための基本計画及び取組計画 

  ～CHECK～ 検証し、評価し、結果を公開し、町民の声に応える                    

 

基本計画 3-1 議会活性化計画の検証と評価 

 本活性化計画の検証と評価を毎年度実施し、結果を町民に公表します。議員による自己評価の

ほか、議会モニター等による外部評価を行います。 
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基本計画 3-2 事務局によるサポート体制の強化及び事務の効率化 

 議会の補助・補佐機関として、議会運営のサポート体制を強化や議会事務の効率化を進めます。 

  

基本計画 3-3 政策形成サイクルの確立 

 常任委員会の定例化、政策形成サイクルを意識した調査、意見交換会制度を活用した調査を行

い、政策提言、政策立案につなげます。課題解決が長期化する案件については、意見交換会によ

る継続協議を対象団体と行います。 

 また、議会として、町の総合計画策定の協議・議決にかかわるための手法の研究や、広聴制度に

かかわる例規の成文化作業を行い、議会の政策形成サイクルの根拠規定を整備します。 

 

基本計画 3-4 議会内部の情報共有 

 委員会の活動報告の改善や要点記録の共有により、一般質問の構築につなげたり、どの議員も

町民からの問い合わせに一定程度回答できるよう、常に最新の調査状況を共有します。 

 また、町政の大きな問題や政策分野の横断的な町政課題に対して、委員会の垣根を越えた調査

や論点の共有により、議会としての政策提言につなげていきます。 

 

基本計画 3-5 議会からの情報発信 

 研修や議員間討議により「議会だより」の改善に取り組みます。 

 積極的な議会情報の公開、デザインの見直し、SNS の活用等によりホームページの情報発信を

強化します。 

 会議の予定、一般質問の通告内容を会議前に公開し、会議終了後は、会議結果を速やかに公

開します。新たに、予算審査及び決算審査の特別委員会についても要点記録を公開します。 

 また、本会議の映像の公開や視察活動の公開方法を検討し、準備が整い次第、公開します。 

 

基本計画 3-6 議決結果と賛否の公表 

 議員としての議案などに対する賛否の重要性や説明責任を再認識し、議案などに対する議決結

果及び議員個々の賛否結果を議会だよりで公表します。 

 

基本計画 3-7 傍聴したい議会・参加したい議会の実現 

 本会議の傍聴者拡大や委員会の傍聴機会の確保に取り組みます。 

 子育て中の親が議会活動に参加するための保育機能の確保、委員会の傍聴環境の確保、児

童・生徒に対する議事堂利活用の働きかけを行います。 
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基本方針 4 「行動する議会」を実現するための基本計画及び取組計画 

  ～ACTION～ 改善し、高め合い、進化し、町民の期待に応える                     

 

基本計画 4-1 議会基本条例の制定 

 2 元代表制の議会の議事機関としての機能や活動、多様な活性化計画の根拠となる議会活動の

最高規範として、議会基本条例の制定を重点計画とします。 

 改選後、すみやかに調査体制を整え、条例の成分化作業を行います。 

   

基本計画 4-2 正・副議長選挙の立候補制導入 

 正・副議長選挙における決定までのプロセスを公開し、町民にわかりやすくするため、候補者の

所信表明を含めた立候補制の調査研究を行います。 

 

基本計画 4-3 議会制度の研究 

 今後、想定される地方議会にかかわる地方自治法の改正に対応するため、地方議会制度のある

べき姿について検討します。 

 先進地視察等による議選監査制度などの調査・研究に加え、休日議会や夜間議会などの議会運

営について調査を検討します。 

 

基本計画 4-4 災害に対応する議会 

 災害を想定した訓練を重ねるとともに、別海町議会 BCP を策定します。 

 

基本計画 4-5 審議会等委員への就任辞退 

 町長の諮問機関である各種審議会等への議員就任は、2 元代表制の基本理念に反し、不適当

であることから、法令の定めによるものなどを除き、辞退します。 

 

基本計画 4-6 公正・公平な委員等の選任 

 特別委員会等の委員選任については、全議員が公平・公正に選任されるような選任方法を検討

します。 

 

基本計画 4-7 議会費の確保 

 適正な議会活動を行うため、必要最低限の予算を確保します。 

 議会 ICT 化調査力・広報力等強化計画（仮称）を策定し、調査力、事務効率、広報活動力等を

強化するため経費を予算化します。 

 

基本計画 4-8 政治倫理に係る議員の資質向上 

 政治倫理に基づいた公正かつ誠実な活動に努めるため議員個々による点検・評価を行います。 


